
S147-P007 会場: ポスター会場 時間: 5月 26日

海陸統合調査による東南海・南海地震震源域付近の深部構造

Deep seismic transect across the Tonankai-Nankai earthquake area obtained from the
onshore-offshore wide-angle seismic study
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南海トラフにおける M8クラスの巨大地震の震源域は、南海地震震源域、東南海地震震源域、想定東海地震震源域に
大きく３分される。この 3つにセグメント化された震源域の中で、南海地震および東南海地震の震源域は紀伊半島沖を
境界としてたびたび連動して巨大地震を引き起こしている。また、これらの巨大地震の震源は常に紀伊半島潮岬沖にあ
り、破壊はそこから東西に伝播していることがわかってきた (たとえば Hori et al., 2004)。南海トラフを代表する巨大地
震の破壊域のセグメント境界でもあり、破壊の開始点でもある紀伊半島沖の深部構造を把握するため、海陸統合調査が
実施された。ここではその結果を報告する。本研究における海域調査は、文部科学省から受託している「東南海、南海
地震の想定震源域におけるプレート形状等を把握するための構造研究」として実施した。陸域の調査は、京都大学によ
る大大特の大都市圏地殻構造調査（近畿圏地殻構造探査）によるものである。


